　　　　　　　　　　　　　森びとプロジェクトについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            古島 駿

丹沢と聞いてかなり遠い場所を無意識のうちに頭に思い浮かべたが、青葉台から案外近い場所にあった。こんなにも身近な場所に美しい森が広がっているとは想像もしなかった。現地に到着した際には、明日久々に大自然に触れられること、また久々に運動(＝登山)が出来ることに心が弾んだ。
そもそも今回の丹沢のプロジェクトを聞いた時、環境について無知な私は「どうせ立ち枯れている樹木なんてごく一部だろう」と思っていた。しかしこの浅はかな考えは登っていくとともに変わっていった。上に登れば登るほど、徐々に弱っている木が見えてきた。御同行いただいた森びとプロジェクト委員の方や代議士が歩きながら弱った木について説明して下さったので、それを肌で実感することができた。印象的だったのが、委員の方が木を触った時に木がボロボロ崩れ落ちたことである。私の知っている木は、私が子供の時に遊んだ大きな木はこんなに弱くなかったはずである。今回の体験はこれまで自然と接する機会のなかった私にとって非常に貴重であり、私の自然に対する考え方も大きく変わった。と同時に、インターン期間中にこのような森びとの企画に出来るだけ参加し、微力ながらも環境に貢献できるよう努力していきたいと思った。


今後のこの炭をまくプロジェクトについて考えてみたい。炭まきの利点は多い。私が特に素晴らしいと感じたのは「炭作りによる間伐材の有効活用」とそこから生まれる「雇用の創出」である。この丹沢の企画の数日前に、私たちインターン生は「つみ木広場」というイベントを行った。子どもたちにつみ木遊びを通して環境について考えてもらおうという企画である。ここで使ったつみ木は間伐材で出来ており、炭も間伐材から出来ている。このように間伐材をつみ木や炭として有効利用することはCO2排出を防ぐため環境にも良い。雇用の創出ともなれば代議士が目指す「環境と経済の両立(環境＞経済)」にもマッチする。
また、このような環境に対する取り組みを教育分野に応用させるのはどうか。私は個人的に教育分野に興味があるので、ぜひコラボさせてみたいと思う。具体的には、先述した「つみ木広場」ならぬ「炭広場」を企画し、地域の子どもたちを集め、炭を持って山に登ってもらい登山の楽しさを伝えると同時に、炭をまくことにより自然に対しての考えも深めてもらう。つみ木広場同様、良い企画だと思う。
ただ、炭をまくうえでは課題も多い。実験の段階では一部の木に炭をまけばよいので、人が実際に炭を持ちながら山に登ればよい。しかしもっと炭をまく規模が大きくなった場合はどうか。人が持てる炭の量には限界があるし、炭をまく場所も極めて限定的となってしまう。人為的に炭をまくことは確かに利点があるが、やはりなんらかの方法で空から全体を網羅するように炭をまくなどという方法が、コストはかかるかもしれないが望ましいのではないか。
